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１ 小学校「国語」 

⑴ 問題番号３二 ＜正答率が全国よりも低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.2 

68.2 

14.3 

15.8 

14.3 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

【出題の趣旨】 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分

の考えをまとめることができるかどうかをみる。 

・正答率は 68.2％で、全国平均よりも 2.0
ポイント低い。また、無解答率が 15.8％
で、全問中最も高い。 

・誤答については、寺田さんと山本さんの
二人がどのような思いでボランティアを
続けているのかについて分かったことを
書いていない解答が 8.3％（全国 8.3％）
で、【インタビューの様子】の言葉や文を
書き写している解答も含まれる。 

 

〇 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる 

ことができるようにする 

  話し手の目的や自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと自分の

考えの共通点や相違点を整理したり、共感した内容や納得した事例を取り上げたりして、自分

の考えをまとめることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・参考：報告書 平成30年度 P.32～P.33 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・インタビューをする前に、自分が知りたいことや疑問に思っていることなどを整理した

り、答えを予想したりしておくなど、相手が自分に伝えたいことや自分が求めている情

報等を明確にして聞くことができるようにする。 

・インタビューの進め方を友達と確認し合いながら吟味していく場を設定する。 

・インタビューの際には、自分が知りたい内容に関する言葉を取り上げ、更に質問しなが

ら理解を深め、話し手の考えと比較しながら自分の考えをまとめていくことができるよ

うに指導する。 

正
答
例 

 

お
二
人
と
も
、
大
変
さ
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
や
り
が
い
の
方
が
大
き
い
か

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
（
五
十
八
字
） 

 

70.2 

68.2 

15.5

16.0

14.3 

15.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率
誤答率
無解答率

    

Ⅲ 教科に関する調査結果の分析 
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⑵ 問題番号１二 ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ｂ書くことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正答率は 31.0％で、全国平均よりも 4.3
ポイント高いが、全問題中、最も低い。 

・無解答率は 7.2％（全国 7.1％）。 
・誤答については、グラフとカードのいず
れかの情報しか取り上げていない解答
が 37.0％（全国 37.4％）で、複数の情報
を用いて自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫することに課題がある。 

 

 
○ 図表やグラフ等を用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるよ
うにする 

  伝えたいことを明確にし、分かりやすく伝えるためには、どのような図表やグラフ等を用い
るとよいかを児童が考えられるようにすることが大切である。 

 
 
 
 
 
 
 
 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
・児童の学習の状況に応じて、教師が、図表やグラフ等を用いたモデルとなる文章を提示す
る。その際、複数の文章を比べることで、図表やグラフ等を用いることのよさを実感でき
るようにする。 

・推敲の際には、図表やグラフ等の用い方は適切か、図表やグラフを用いることで書く必要
がなくなった文章はないか、あるいは、文章で説明を加えた方が分かりやすい部分はない
か、といった観点を示す。 

・それぞれの図表やグラフの特徴や優れている点等について、他教科等と関連して指導する
ように工夫する。 

 

26.7 

31.0 

66.2 

61.8 

7.1 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率
誤答率
無解答率

【出題の趣旨】 図表やグラフ等を用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができるかどうかをみる。 

正
答
例 

 
 

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
学
校
の
田
ん
ぼ
で
は
雑
草
が
増
え
続
け
て
い
た
た
め
、
雑
草
に

栄
養
を
と
ら
れ
て
し
ゅ
う
か
く
が
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
雑
草
取
り
の
回
数
と
人
数
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 (

一
０
０
字) 
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⑶ 問題番号２四 ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ⅽ読むことオ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正答率は 59.8％で、全国平均よりも 3.6
ポイント高いが、全問題中２番目に低い。 

・無解答率は 9.1％（全国 8.5％）。 
・誤答については、資料から分かったこと
が、運動と食事のいずれかしか書いてい
ないものが 19.5％（全国 22.3％）で、複
数の資料を比較したり関連付けたりする
ことができていなかったと考えられる。 

 
○ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができるようにする 
  文章の内容や構造を捉え、精査・解釈しながら考えたり理解したりしたことに基づき、既有
の知識等と結び付けて自分の考えを形成することが重要である。 

指導のポイント 
・読む目的を意識することを促し、文章を読んで理解したことの中に、自分が既にもってい
る知識や実際の経験と結び付くことはないかを考えながら読むようにする。 

・複数の本や資料を読んで分かったことを整理したり、分かったことの中から既有の知識や
体験等に結び付くものを考えたりしながら自分の考えをまとめる活動を設定する。 

・複数の資料を比較したり関連付けたりして考えた方が、文章をよく理解したり、自分の考
えを広げたりすることにつながることを実感できるようにする。 

56.2 

59.8 

35.3 

31.1 

8.5 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率
誤答率
無解答率

学習指導上の留意点 

    

正
答
例 

 
 

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
し
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
っ
た

り
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
、
縄
と
び
を
続
け
て
持
久
力

を
高
め
た
り
、
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。 (

九
十
九
字) 

【出題の趣旨】 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができ

るかどうかをみる。 
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・正答率は 21.6％で、全問題中最も低く、全国平均

よりも 3.3ポイント低い。 

・誤答については、テープを切って開く前の角であ

ることに着目できておらず、「60°」と誤って記述

している児童が、35.8％（全国 33.3％）である。

また、正三角形をつくることに着目できておら

ず、「40°」と記述している児童が、14.4％（全国

13.6％）である。 

【出題の趣旨】 正三角形の意味や性質について理解しているかどうかをみる。 

２ 

２ 小学校「算数」 
⑴ 問題番号２(3) ＜正答率が低く、その正答率が全国よりも低い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：３学年 Ｂ図形(1)ア(ア) ５学年 Ｂ図形(1)ア(イ) 
評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 目的の図形をつくるための操作の見通しを立てることができるようにする 
  目的の図形をつくるために、どのような操作をすればよいか、図形の意味や性質を基に、見

通しを立てることができるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ・実際に正三角形や頂角の大きさが 120°の二等辺三角形をつくる活動等を取り入れる。そ

の際、上の図のようにテープを折ってⒶの角の大きさを 20°等にして切ってできた直角三

角形を切り開くと、頂角の大きさがそれぞれ何度になるのかを考えることができるように

する。 

・角の大きさを予想した上で、テープを切って開いてできた二等辺三角形の頂角の大きさは、

Ⓐの角の大きさの２倍になるのではないかということに気付き、正三角形をつくるために

は、頂角の大きさを 60°の半分の 30°にすればよいという見通しを立てることができる

ようにする。 

 

学習指導上の留意点 

正答 

３０ 

学習指導上の留意点 

24.9 

21.6 

71.4 

75.1 

3.7 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

無解答率
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・正答率は、57.0％で、全国平均より 0.8ポイント高

い。 

・無解答率が全問題中、12.8％(全国 13.8％）と最も

高い。また、複数のグラフを比べるところを、５年

生と６年生を合わせたグラフの「１日」にのみ着目

して、５年生と６年生の合計の人数を答えるなどの

誤答があった。 

【出題の趣旨】 示された棒グラフと、複数の棒グラフを組み合わせたグラフを読み、見い

だした違いを言葉と数を用いて記述できるかどうかをみる。 

⑵ 問題番号４(3) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：３学年 Ⅾデータの活用(1)ア(イ)イ(ア) 
評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 複数のグラフを比べ、見いだしたことを表現できるようにする 

  目的に応じて分類整理された複数のグラフを比べ、見いだしたことを、他者に分かりやすく

表現できるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・一つのグラフの部分と部分や、複数のグラフを比べ、同じところや似ているところ、少し

違うところや大きく違うところを見いだすことができるようにする。 

・グラフから特徴や傾向を捉えたり、考察したりしたことを、グラフのどの部分からそのよ

うに考えたのかを明らかにして、他者に分かりやすく説明できるようにする。 

。 

 

学習指導上の留意点 

４   

 

<正答の条件> 

次の①、②の全てを

書いている。  

① 30 分以上の運動を

した日数が「１日」の

人数について、６年

生のグラフでは、２

番目に多いことを表

す言葉と数 

② 30 分以上の運動を

した日数が「１日」の

人数について、５年

生と６年生を合わせ

たグラフでは、１番

目に多いことを表す

言葉と数 

正答例 

 ６年生のグラフでは「１日」の人数が２番目に多く、５年生と

６年生を合わせたグラフでは「１日」の人数が１番目に多いです。 

56.2 

57.0 

30.0 

30.2 

13.8 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

無解答率
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・正答率は 46.4％であり、全国より 0.4ポイント

高いが、全問題中３番目に低い。 

・誤答については、30％について 10人を基準量と

したとき、それに対する比較量を捉えることは

できているが、100人を基準量としたとき、それ

に対する比較量を捉えることはできていない児

童が、17.1％（全国 17.2％）である。 

 

【出題の趣旨】 百分率で表された割合について理解しているかどうかをみる。 

４(1) 

⑶ 問題番号４(1) ＜正答率が低い問題＞ 

 学習指導要領における領域・内容：５学年 Ｃ変化と関係(3)ア(イ) 
評価の観点：知識・技能  問題形式：選択式 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 百分率で表された割合について理解できるようにする 

  日常生活の場面において百分率で表された割合について、具体的な数量の関係に基づいて理

解できるようにすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・百分率を求めるためには、問題場面から基準量と比較量を正しく捉え、（比較量)÷(基準

量）で割合を求めることができるようにすること、及び基準量を 100として、それに対す

る割合で表す方法が百分率であることを理解できるようにする。 

・例えば、100％が１(倍)と等しく、50％が 0.5(倍)、1％が 0.01(倍)と等しいことなどを数

直線上で確認する活動を取り入れ、百分率(％)と割合を表す小数の関係を捉えられるよう

にするなど、基準量と比較量の関係を図や数直線等に表す活動を取り入れる。 

・割合に関連する内容は、「Ａ数と計算」の領域等にも含まれている。第２学年以降の倍の意

味の学習、整数倍の学習や小数倍の学習において、基にする量の何倍というような考えが

できるようにして、基準量を意識できるようにする。 

学習指導上の留意点 

正答 

ウ、エ 

46.0 

46.4 

51.6 

51.9 

2.4 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

無解答率
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【
学
校
図
書
館
で
見
付
け
た
「
竹
取
物
語
」
の
一
部
】 

 

３ 中学校「国語」 
⑴ 問題番号４三 ＜正答率が低く、無答率が高い問題＞ 

学習指導要領の内容：１学年 Ｃ読むことエ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること
ができるかどうかをみる。 

 

○ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができるようにする 
  古典の原文と古典に解釈を加えて現代語で書いた作品とを読み比べる場面において、原文と
現代語の文章を対応させて、叙述に基づき、文章の構成や展開、表現の効果を考えることが重
要である。 

   

 

 

 

指導のポイント 
・古典の現代語訳や古典について解説した文章等を教材として取り上げ、文章の構成や展
開、表現の効果等に着目して工夫されているところを考える活動を取り入れることで、
「読むこと」を通して古典の楽しみ方を理解できるようにする。 

・古典の原文と比較したり関係付けたりすることで、古典の原文やその作品の世界に、生
徒の興味・関心が向かうようにする。 

・叙述に基づき、自分の考えを支える根拠となる段落や部分を明確にして、構成や展開、表
現の効果について自分の考えを書いたり、発表したりする活動を取り入れる。 

 

 

学習指導上の留意点 

正
答
例 

「
よ
ろ
づ
の
こ
と
」
を
「
笠
、
竿
、
笊
、
籠
、
筆
、
箱
、
筒
、
箸
。
」 

と
い
う
よ
う
に
具
体
的
に
書
い
て
、
翁
が
竹
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を 

作
っ
て
い
た
の
か
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 

   

※
文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

    

（
星
新
一
『
竹
取
物
語
』
に
よ
る
。） 

 

50.0 

50.8 

29.3 

28.5 

20.7 

20.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

無解答率

・正答率は 50.8％で、全国平均よりも 0.8ポイント
高いが、全問題中で 2番目に低い。 

・無解答率は 20.7％(全国 20.7％)で、全問題中最
も高い。 

・誤答については、文章中の具体的な表現に着目し
て、その根拠を明確にすることができていない解
答が 16.4％(全国 16.4％)である。 
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⑵ 問題番号３一 ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領における内容：１学年 Ｂ書くことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○ 読み手の立場に立ち、叙述の仕方等を確かめて文や文章を整えることができるようにする 
  書いた文章を推敲する際には、伝えようとすることが伝わるように読み手の立場に立ち、
表記や語句の用法、叙述の仕方等を確かめて、文章を整えることができるようにすることが
大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導上の留意点 

指導のポイント 
・指示する語句や接続する語句を適切に用いて、原因と結果、意見と根拠等、情報との関
係が分かりやすく示されているかなど、学習した知識を観点として示すようにする。 

・推敲する前と後の文章を比較し、書き換えた理由や意図を説明する学習を通して、伝え
ようとすることが十分に書き表されているかなどを読み手の立場に立って確かめるこ
とができるようにする。 

正
答
例 

４ 
 

・正答率は 55.1％で、全国平均よりも 0.8ポ
イント高いが、全問題中３番目に低い。 

・誤答については、「もち」を「もったため」
と直すことで、「ため」の前後の関係が「原
因と結果」の関係になることを十分に理解
しておらず、推敲の意図を捉えることがで
きなかったと考えられる。 

【出題の趣旨】 読み手の立場に立って、叙述の仕方等を確かめて、文章を整えること

ができるかどうかをみる。 

54.3 

55.1 

45.1 

44.2 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率
誤答率
無解答率
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⑶ 問題番号３三 ＜正答率が低い問題＞ 

   学習指導要領の内容：２学年 (2)情報の扱い方に関する事項ア 

    評価の観点：知識・技能  問題形式：短答式  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
○ 具体と抽象等、情報と情報との関係について理解し、使うことができるようにする 
  具体と抽象の関係を理解するためには、それぞれの言葉の意味を捉えた上で、具体と 
抽象が状況や必要に応じて使い分けられていることを理解できるようにすることが大切 
である。 

指導のポイント 
・具体は例示の際等、抽象は共通する要素をまとめる際等に使われていることを身の
回りの事例と結び付けながら捉えることができるような学習場面を設定する。 

・自分が考えたことを伝える文章を書く際に、段落相互の関係を具体と抽象の関係と
いう観点で見直し、文章の構成や展開を検討する場面を設定する。 

・内容で分けた文章のまとまりに小見出しを付ける学習活動を取り入れる。 

【出題の趣旨】 具体と抽象等、情報と情報との関係について理解しているかどうかをみ
る。 

正
答
例 

（
分
け
る
箇
所
） 
ウ 

 

（
見
出
し
） 

「
判
じ
絵
」
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 

「
判
じ
絵
」
の
起
源
と
広
が
り 

学習指導上の留意点 

・正答率は 62.3％で、全国平均よりも 0.5ポイ

ント高いが、全問題中４番目に低い。 

・誤答については、文章後半の内容に共通する

要素を抽出し、見出しを考えて書くことがで

きていない解答が 10.4％(全国 11.4％)であ

る。 
61.8 

62.3 

36.1 

35.3 

2.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率
誤答率
無解答率
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・正答率は 41.1％で、全国平均より 0.2ポイント高 

い。 

・無解答率は 23.9％（全国 24.7％）と高い。 

・誤答については、はじめの数にかける数として４ 

の倍数を記述している生徒が 8.7％（全国 8.7％） 

である。 

４ 中学校「数学」 
⑴ 問題番号６(3)  ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：２学年 Ａ数と式(1)イ(イ） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って考え、

成り立つ事柄を見いだし、説明することができるかどうかをみる。 

 

○ 結論が成り立つための前提を、問題解決の過程や結果を振り返って捉え、見いだした事柄を

数学的に表現できるようにする 

  予想した事柄が成り立つかどうかを、具体的な数や文字式を用いて調べる活動を通して、結

論が成り立つための前提を捉え、見いだした事柄を数学的に表現できるようにすることが大切

である。 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

 ・ある事柄が成り立つかどうかを文字式を基に判断したり、文字式の計算の過程や結果を事象

と関連付けながら、ある事柄が成り立つための条件を見いだしたりする活動を取り入れる。 

 ・解決された問題やその解決の過程を振り返り、条件を変えた場合について成り立つ事柄を予

想してその予想が成り立つかどうかを調べるなど、新たな問題を見いだし解決する活動を取

り入れる。 

学習指導上の留意点 

６ 

 

正答例 

・はじめの数にかける数が３、たす数が４ならば、

計算結果はいつでも４の倍数になる。 

・はじめの数にかける数が７、たす数が８ならば、

計算結果はいつでも４の倍数になる。 

・はじめの数にかける数が４の倍数から１ひいた

数、たす数が４の倍数ならば、計算結果はいつで

も４の倍数になる。 

〈正答の条件〉 

 「〇〇ならば、◇◇になる。」という形で、次

の(a)、(b)について記述しているもの。 

 (a) 〇〇が、「はじめの数にかける数が３、た

す数が４」である。 

 (b) ◇◇が、「計算結果はいつでも４の倍数」

である。 

40.9 

41.1 

34.4 

35.0 

24.7 

23.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

無解答率
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・正答率は 34.6％で、全国平均より 2.5ポイント 

高いが、全問題中２番目に正答率が低い。 

・無解答率は 23.3％（全国 24.7％）と高い。 

・誤答については、ＢＣ//ＡＥのみ（結論のみや 

根拠の表現が十分でない記述を含む）記述して 

いる生徒が 19.6％（全国 19.6％）である。 

⑵ 問題番号９(1) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 
学習指導要領における領域・内容：２学年 Ｂ図形(1)イ(ア） 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

【出題の趣旨】 ある事柄が成り立つことを構想に基づいて証明することができるかどうか

をみる。 

○ 観察や操作、実験等の活動を通して、図形の性質を見いだすことや、統合的・発展的に考察

することができるようにする 

  事柄が成り立つことを証明することができるようにするためには、構想を立て、それに基づ

いて仮定から結論を導く推論の過程を数学的に表現できるように指導することが大切である。  

さらに、図形の性質を考察する場面では、観察や操作、実験等の活動を通して、予想した事

柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えることができるようにするとともに、条件を変えるなど

して統合的・発展的に考察することができるようにすることが大切である。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・根拠となる事柄を捉え、その事柄を与えられた条件から導く過程を考えるといった構想を

立てる活動を取り入れる。 
・実際に合同な図形を用いたり、図をかいたりするなどの具体的な操作を通して関係を予想

する場面を設定し、予想した事柄が成り立つことを証明する活動を取り入れる。 

・一旦解決された問題やその解決過程を振り返り、問題の条件を見直したり、共通する条件

や図形の性質を見いだしたりすることを通して、統合的・発展的に考察する活動を取り入

れる。 

正答例 

・△ＡＢＣ≡△ＣＥＡより、合同な図形の対応する角は

等しいから、 

∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ 

よって、錯角が等しいから、 

ＢＣ∥ＡＥ 

〈正答の条件〉 

 次の(a)、(b)とそれぞれの根拠を記述し、証明してい

るもの。 

 なお、ここで根拠として求める記述は、正答例に記載

されている程度のものとする。 

(a) ∠ＢＣＡ＝∠ＥＡＣ 

(b) ＢＣ∥ＡＥ 

学習指導上の留意点 

32.1 

34.6 

43.2 

42.1 

24.7 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山
正答率

誤答率

無解答率
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・全問題中、全国平均より正答率が下回った問題が２問 

あり、いずれも知識・技能を問う設問１と５である。 

・１の正答率は 42.2％で、全国平均より 3.9 ポイント低

い。５の正答率は 45.9％で、全国平均より 0.2ポイント

低く、無解答率も 8.3％（全国 11.0％）と高い。 

・誤答については、１では０を自然数に含めて解答してい

る生徒が 32.7％（全国 30.1％）と多く、５では累積度数

を求めるところ、誤って相対度数を求めている生徒が

12.6％（全国 11.7％）である。 

⑶ 問題番号１と５ ＜正答率が全国平均よりも低い問題＞ 
学習指導要領における領域・内容：１１学年 Ａ数と式(1)ア(ア） 

                ５１学年 Ｄデータの活用(1)ア(ア） 

評価の観点：知識・技能  問題形式：１選択式 ５短答式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 自然数や累積度数の意味を理解しているかどうかをみる。 

○ 数学的活動を通して、知識・技能を身に付けることができるようにする 

  数の範囲を正の数と負の数にまで拡張して、数の集合を捉え直す場面を設定し、自然数や整

数の意味を理解できるようにすることが大切である。 

また、累積度数は、度数分布表やヒストグラムを用いてデータの傾向を読み取る際に必要で

あり、累積度数の必要性と意味について理解できるように指導することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・小学校算数科において、整数を０と正の整数を合わせたものとして捉えていたことを振り返

り、中学校数学科では、負の整数に加えて、整数を正の整数（自然数）、０、負の整数と捉え

直し、整数の意味について理解が深まるようにする。 
・累積度数を用いて考察する場面を設定するとともに、不確定な事象についてデータに基づい

て判断する活動を通して、目的に応じて累積度数を用いることができるようにする。 

学習指導上の留意点 

 

 

正答  ウ・オ 

46.1 

42.2 

53.8 

57.7 

0.1 

0.1 

0% 50% 100%

全国

富山 正答率

誤答率

無解答率

１ 

46.1 

45.9 

42.9 

45.8 

11.0 

8.3 

0% 50% 100%

全国

富山 正答率

誤答率

無解答率

５ 

正答  ９ 
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・正答率は 39.7％で、全国平均より 1.5ポイント 

低く、聞くことの領域の問題の中で最も正答率 

が低い。 

・誤答については、自分の置かれた状況を把握で 

きていない生徒が 26.2％（全国 27.2％）、着目 

すべき語句や表現を聞き取ることができていな 

い生徒が 33.8％（全国 31.4％）である。 

５ 中学校「英語」 
⑴ 問題番号３ ＜正答率が低く、その正答率が全国よりも低い問題＞ 

学習指導要領における領域・内容：聞くことア 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３（放送問題） 

 あなたはイングリッシュキャンプに参加しています。これから、２班のリーダーとして明日の

バーベキューパーティーについて説明を聞くところです。説明を聞いたあと、質問が放送されま

す。質問の答えとして最も適切なものを、下の１から４までの中から１つ選びなさい。 

１ To tell your group members about your group’s job. 
２ To make the fire and cook rice. 
３ To cut the vegetables and the meat. 
４ To cut the vegetables and set the tables. 

（スクリプト） 

Tomorrow, we will have a barbecue party.  We have three groups.  Each group has a job.  
Group leaders, don’t forget to tell your group members about your group’s job.  Group 1, can 
you make the fire and cook rice?  Groups 2 and 3, please cut the vegetables together.  After 
you finish cutting the vegetables, Group 2 cut the meat, and Group 3 set the tables for all the 
groups.  Do you have any questions?  If you have any questions, please ask me later. 
 
    Question:  What is your group’s job at the barbecue party? 

【出題の趣旨】 日常的な話題について、自分の置かれた状況等から判断して、必要な情報

を聞き取ることができるかどうかをみる。 

 

○ 自分の置かれた状況等から判断して、必要な情報を聞き取ることができるようにする 

  自分の置かれた状況等から判断して、必要な情報を聞き取るためには、話されることの全て

を聞き取ろうとするのではなく、自分の置かれた状況等から何が自分にとって必要な情報かを

判断した上で聞き取ることが重要である。 

  言語活動を行うに当たっては、自分の置かれた状況を把握できているかどうかと、何を聞き

取ればよいかを理解しているかどうかを確認することが大切である。 

指導のポイント 

・関連する語句や表現に着目して、自分が必要とする情報を聞き取る活動を取り入れる。 

・聞く活動において、何を聞かなくてはならないのかを捉えることができたら、どのような

情報が述べられているのか、どのような語句や表現が使用されているのかなどを予測する

場を設ける。 

・自分の置かれた状況等に着目して、必要な情報と必要としない情報を判断し、「必要な情

報」のみを取り出すことができるようにする。 

学習指導上の留意点 

 正答  ３ 

41.2 

39.7 

58.6 

60.1 

0.2 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山

正答率

誤答率

無解答率
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・正答率は 21.6％で、全国平均より 2.1ポイント 

高いが、全問題中３番目に正答率が低い。 

・無解答率は 27.1％（全国 29.3％）と高い。 

・誤答については、書き手の意見に対する自分の 

考えを書いているが、具体性に欠けていたり、 

自分の好みを理由としていたりするなど、その 

理由を書くことに課題があると考えられる生徒 

が 28.6％（全国 28.0％）である。 

⑵ 問題番号８(2) ＜正答率が低く、無解答率が高い問題＞ 
学習指導要領における領域・内容：書くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 英語の授業で、ブラウン先生が作成した文章が学習 

者用端末に送信されました。これを読んで、以下の問 

いに答えなさい。 

 

(2) ブラウン先生の質問に対するあなたの考えと理由 

を英語で簡潔に書きなさい。 

【出題の趣旨】 社会的な話題に関して読んだことについて、考えとその理由を書くことが

できるかどうかをみる。 

 

○ 読んだことを基に自分の考えとその理由を書くことができるようにする 

  読んだことを基に自分の考えとその理由を書く際には、読み手として主体的に考えたり、判

断したりしながら理解したことを基に、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じ

て表現することが重要である。 

  言語活動を行うに当たっては、読む目的に応じて要点を捉えた上で、内容に対する感想や賛

否、自分の考え等を話したり書いたりして表現するなど、領域を統合した言語活動を行うこと

が大切である。 

指導のポイント 

・教科書に取り上げられている話題に関する自分の意見や感想等を、スピーチの形式や、新聞

やホームページ等への投稿文の形式で書く活動を取り入れる。 

・自分の考えを話したり書いたりする際には、なぜそのように考えたのかという理由を考えさ 

せたり、生徒の発話に対して教師が理由を尋ねたりするといった取組が効果的である。 

・書いた英文を推敲する際には、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて適切 

な内容になっているか、正確に書くことができているかを指導する必要がある。内容や表現 

を改善していく上で、書いた英文に対して教師がフィードバックを与えたり、他の生徒から 

コメントをもらったりすることも大切である。 

学習指導上の留意点 

正答例 
・ I agree with you.  If robots do our housework,  

we will have more time. 
・ I don’t agree with you because people will lose 
  their job. 

＜正答の条件＞ 

次の条件を満たして解答している。 

① 書き手の意見に対する自分の考えを書いている。 

② ①の理由を書いている。 

19.5 

21.6 

51.2 

51.3 

29.3 

27.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

富山

正答率

誤答率

無解答率
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（参考） 

 
問題８(2)に関わる生徒質問紙(70)における本県生徒の結果は、次のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  また、生徒質問紙(70)の結果と問題８(2)の正答率をクロス集計における本県生徒の結果は、次の 

ようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

                                                                        
 

 

 

 

 

 

 

  生徒質問紙(70)に肯定的に答えた生徒の方が、問題８(2)を正答している割合が高く、

無解答率も低い。このことから、自分の考えや気持ちを英語で書く言語活動を継続的・

計画的に取り入れることが重要だと考えられる。 

49.8

47.7

43.3 

41.2

37.0

36.2

39.5 

38.9

8.5

11.9

10.7 

14.5

3.6

4.1

4.0 

5.1

0.0

0.0

0.0 

0.0 

1.1

0.1

2.5 

0.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

富山（R5)

富山（H31）

全国 (R5）

全国（H31）

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない その他 無回答【中学校】

生徒質問紙(70) 

「１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えや気持ちなどを英語で書く活動が行われて 

いたと思いますか」 

5.4 

9.8 

17.5 

27.7 

37.6 

45.9 

50.5 

53.9 

57.0 

44.3 

32.1 

18.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

生徒質問紙(70)

「１、２年生のときに受けた授業では、自分の考えや気持ちなどを英語で書く

活動が行われたと思いますか」の選択肢ごとの、問題８(2)における本県生徒

の解答状況（％）

正答

誤答

無解答
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７ 

   

 

 

 

 

 

 

 

                                                               

・正答率は 34.3％で、全国平均より 0.4ポイント低 

く、全問題中４番目に正答率が低い。 

・無解答率は 0.7％（全国 0.7％）と低い。 

・誤答については、情報の不足や偏り、内容の具体 

 性のバランス等を踏まえ、英文全体の主題と各段 

 落の内容が過不足なく含まれているかを判断する 

ことに課題があることによるものと考えられる。 

⑶ 問題番号７(2) ＜正答率が低く、その正答率が全国よりも低い問題＞ 
学習指導要領における領域・内容：読むことイ  

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 正答  １   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出題の趣旨】 日常的な話題について、短い文章の概要を捉えることができるかどうかを

みる。 

 

○ 説明文を読んで、概要を捉えることができるようにする 

  説明文を読んで、概要を捉えるためには、段落内の文と文との関係を読み取りながら、各段

落の主な内容を捉えることが重要である。 

  言語活動を行うに当たっては、語と語の関連や代名詞、接続表現等を手掛かりにしながら、

段落内の情報の関係を正確に把握することが大切である。また、各段落の主な内容を関係付け

ていくことにより、文章全体の大まかな内容を捉えることも求められる。各段落の主な内容が

過不足なく含まれているか、情報に偏りがないか、一部の情報だけが詳細に述べられているな

どバランスを欠いていないかといった視点で確認することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント 

・学校生活を紹介している短い文章等を読む際に、それぞれの情報の関係を示す接続詞に注目

させながら文章の流れを理解したり、キーワードを拾い、全体としての内容を数文の英語で

まとめたりする活動を取り入れる。 

・まとまりのある文章を読みながら、段落内の情報と情報、更に段落と段落との関係を図示す

る活動を取り入れる。 
・個々の詳細な情報にとらわれることなく大切な情報を判断するために、接続詞等に注目して

情報間の関係を把握しながら読み進めるように促し、初めはペアやグループ活動として、生

徒同士で理解したことを共有しながら読むように取り組む場を設定する。既成の図を埋める

だけではなく、最終的には生徒自身が読んだ文章の構成や情報の関係を図に表すことができ

るようになることを目指す。 

学習指導上の留意点 
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